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神戸学院大学附属高等学校　日建設計　

　中高大連携を掲げる神戸学院が大学ポートアイランド
キャンパスの近接地に附属高校を移転、合わせて中高一貫
校を新設する計画。「緑・光・風があふれる環境にやさしい
校舎」「社会や未来へ『つながる』施設づくり」「ひとりひ
とりの個性を伸ばし、自分探しができる施設」をテーマとし、
明快でフレキシブルな施設構成と特徴ある施設づくりを
行った。ロの字型プランの中庭に図書室・多目的室・ラー
ニングスペースを立体的に配置し、それぞれの屋外テラス
から各階へとつなぐ構成。生徒がのびのびと活動できる様々
な場所を提供し、学年・クラス、教員・生徒間を超えた偶
発的な豊かなコミュニケーションを生みだし、アクティビ
ティを経験できる施設を目指した。片持梁構造とミニマム
空調・ライン照明による透明感ある中庭空間、鉄板による
シームレスな外装、校章の梅の花をモチーフとした意匠性
のある大架構空間の体育施設などに取り組んだ。

撮影：母倉知樹　第 9回建築人賞受賞作品

■プロフィール
児玉　謙（こだま  けん）
日建設計
1963年 兵庫県生まれ
1986年 京都大学工学部建築学科卒業
1988年 京都大学大学院工学研究科建築学 
 専攻修了
1988年 日建設計  入社
現　 在 執行役員・設計部門代表

■建物データ
建 築 主：学校法人 神戸学院
所 在 地：兵庫県神戸市中央区港
　　　　　島中町 4-6-3
用　　途：高等学校
設　　計：株式会社 日建設計
施　　工：株式会社 淺沼組
建築面積：5,652.05 ㎡
延床面積：13,516.63 ㎡
構　　造：S造
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今
回
取
り
上
げ
る
建
物
は
大
阪
市
内
を
縦
断
す

る
御
堂
筋
か
ら
淡
路
町
通
り
を
東
に
少
し
入
る
と

ポ
ツ
ン
と
佇
ん
で
い
る
﹁
清
水
猛
商
店
﹂
だ
。

　

建
物
の
設
計
は
、
当
主
が
住
友
銀
行
に
出
入
り

し
て
い
た
関
係
で
住
友
工
作
部
に
依
頼
し
小
川
安

一
郎
氏
が
担
当
し
た
。
建
物
は
商
家
で
み
ら
れ
る

表
屋
造
り
の
木
造
町
家
で
、
通
り
に
面
し
た
店
舗

棟
と
後
方
の
住
居
棟
で
構
成
さ
れ
た
。
一
見
、
西

洋
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
近
代
建
築
に
見

え
る
が
、
店
舗
部
分
は
木
造
三
階
建
で
建
て
ら
れ

て
い
る
。竣
工
は
大
正
一
三
年︵
一
九
二
四
年
︶で
、

金
融
業
や
問
屋
業
な
ど
が
多
い
船
場
で
こ
の
よ
う

な
看
板
を
掲
げ
た
商
家
は
珍
し
い
。

　

大
都
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
取
り
残
さ
れ
た
か
に

見
え
る
建
物
だ
が
、
現
在
も
家
業
で
あ
る
建
具
や

家
具
の
製
作
を
営
ん
で
お
り
、
今
持
っ
て
通
り
の

﹁
顔
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
町
家
が
変
化

し
て
い
く
過
程
と
も
言
え
る
貴
重
な
建
物
と
し
て

見
続
け
て
い
た
い
。　
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建
築
物
は
永
遠
性
の
代
表
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、実
は
様
々
な
変
化
を
通
じ
て﹁
今
の
姿
﹂

に
落
ち
着
い
て
い
る
の
で
あ
る
。機
能
主
義
、モ
ダ
ニ
ズ

ム
等
と
い
っ
た
建
築
論
や
、確
認
体
制
や
耐
震
設
計
、

材
料
の
開
発
な
ど
の
実
務
的
な
シ
ス
テ
ム
の
変
化
、そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
に
対
す
る
技
術
的
解
法
も
創

造
さ
れ
て
時
代
時
代
の
姿
を
露
呈
し
、そ
し
て
さ
ら

に
今
後
も
様
々
に
変
化
を
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

建
築
士
会
も
設
立
以
来
、社
会
か
ら
の
要
求
等
で

そ
の
体
制
体
質
が
変
化
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。近

年
で
は
諸
々
の
理
由
で
専
門
職
不
足
に
な
っ
た
行
政

か
ら
専
門
家
の
派
遣
要
請
が
増
え
た
り
、住
宅
耐
震

診
断
の
信
頼
の
お
け
る
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
り
を

求
め
ら
れ
た
り
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。ま
た
、今

後
ま
す
ま
す
増
加
が
予
測
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模

改
修
に
関
し
て
も
建
築
士
会
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。複
数
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ツ
の
代
表
で
あ
る
管
理
組

合
は
、そ
の
公
平
性・信
頼
性・公
開
性
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
技
術
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
建
築
士
は
そ
れ
ら

の
条
件
に
加
え
全
て
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ツ
が
納
得
す
る

技
術
力
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

複
数
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ツ
へ
の
対
応
と
し
て
、複
数
の

建
築
士
の
派
遣
と
い
う
形
態
や
結
果
評
価
と
い
う

体
制
も
必
要
で
あ
ろ
う
。社
会
の
要
求
に
大
い
に
応

え
る
こ
と
も
今
後
の
建
築
士
会
に
は
重
要
な
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
う
。

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

　

私
の
思
い

委
員　

小
林
美
登

　

若
い
こ
ろ
に
学
ん
だ
建
築
へ
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
た

十
五
年
前
、我
家
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
ま
し
た
。し

か
し
、そ
れ
を
機
に
建
築
士
会
に
入
会
し
、女
性
分
科
会

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
研
究
会
で
、高
齢
化
社
会
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
を
も
っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と

で
し
た
。勉
強
会
や
見
学
会
に
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
、

住
宅
の
構
造
や
保
存
再
生
の
問
題
に
も
心
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
は
、耐
震
部
会
や
ヘ
リ
テ
ー
ジ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
講
座
に
学
び
、建
築
の
仕
事
に
微
力
な
が
ら

も
関
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
幸
い
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
と
人
と
の
繋
が
り
、人
と
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て・・・

　

風
に
吹
か
れ
て
出
会
い
広
げ
て　

委
員　

春
岡
須
磨
子

　

個
人
住
宅
の
見
学
会
、講
師
を
囲
ん
で
の
座
談
会

を
き
っ
か
け
に
女
性
分
科
会
で
の
活
動
が
始
ま
り
、多

く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。福
岡
へ
転
居
し
た
際
も

迷
わ
ず
建
築
士
会
に
入
会
し
、多
く
の
出
会
い
が
あ

り
、様
々
な
こ
と
に
参
画
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。熊

本
地
震
で
の
地
域
の
方
々
に
よ
り
そ
っ
て
の
復
興
支
援

な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。九
州
で
の
経
験
を
お
土
産

に
再
び
大
阪
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。女
性
に
特

化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
は
終
わ
っ
た
と
の
考
え

の
も
と
福
岡
県
建
築
士
会
で
は
女
性
委
員
会
を
無
く

し
ま
し
た
が
、青
年
委
員
会
と
上
手
く
融
合
す
る
た
め

の
手
立
て
を
怠
っ
た
結
果
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
軸
が
衰
え
て

し
ま
い
、そ
の
反
省
の
も
と
数
年
前
に
青
年・女
性
委

員
会
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。今
、青
年・女
性
委
員

会
で
は
九
州
北
部
豪
雨
で
の
被
災
地
の
避
難
所
へ
の

紙
管
間
仕
切
り
設
置
等
も
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
、ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
な
状
況
で
す
。
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INFORMATION

社会貢献委員会まちづくり分科会企画
まちづくり分科会20周年シンポジウム

「これまでの20年とこれからの20年」
11/29　CPD2単位（予定）

まちづくり分科会は、活動を開始して今年で20
年目となります。これまでに建築士の専門性を
活かしたまちづくりについて公益的かつ野心的
な取組みを様々行なってきました。今回、活動に
携わったメンバーが20年間の活動を大いに語
り、まちづくりを担う建築士のあり方や今後のま
ちづくり活動の将来について楽しく議論を深め
ます。多様なまちづくりを学べる機会ですので、
ぜひご参加ください。　　
日時　11月29日（水）　18：30〜20：30
会場　大阪府建築士会会議室
定員　50名（申込先着順）
参加費　500円（交流会費は別途徴収）

大阪府住宅供給公社 職員採用試
験のご案内

（社会人採用／建築職・事務職）

平成29年度（第2回）大阪府住宅供給公社職
員採用試験のご案内です。
応募職種・人数　建築職、事務職 各2名程度
募集期間　募集中〜平成29年10月12日（木）
　　　　　16時まで
試験概要その他、詳細は、以下のHPをご覧下さい。
http://www.osaka-kousha.or.jp/x-info/em
ploy.html
問合　大阪府住宅供給公社総務企画部総務課
　　　人事給与グループ
　　　Tel.06-6203-5207（直通） 

「平成29年度 高齢者・障がい者向
け住宅改造相談のための研修」
10/12（基礎編）・10/19（実践編）

大阪の住まい活性化フォーラムは、ATC エイジ
レスセンター 実行委員会との共催により、「平
成29年度 高齢者・障がい者向け住宅改造相
談のための研修」を開催します。

（基礎編）高齢者・障がい者向け住宅改造相
　　　　談に必要な基本的な知識について

事業委員会　青年分科会
木の学校2017「木で人を幸せにする」
11/18　CPD3単位（予定）

今回は「木の良さを伝える」をテーマに設計、施
工、木造建築の保存の為の新技術でご活躍の
方 を々講師としてお招きし、各立場から考える木
の特性、木の魅力、木の扱い方についてご講
演頂きます。　　　
木に興味のある方の為の楽しく面白いセミナー
です。
共催　大阪木材青年経営者協議会
日時　11月18日（土）　14：00〜17：30
会場　大阪木材仲買会館　大会議室
内容
　1.「木造が好きで30年」
　　萬川建築設計事務所所長　萬川幹夫　
　2.「大工が建てる木のすまい」
　　木又工務店　棟梁　木又誠次
　3.「木で木を洗う　エアーカンナ工法
　　 歴史的建造物の再生にも活躍」
　　エアー鉋工業会
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　学生500円
懇親会費用　参加の場合別途徴収

建築士の会　南河内
職人シリーズ　第二弾
11/18　CPD4単位（予定）

利休の生まれた町 堺で100年続く3代目庭師
が手掛けた庭園を見学しながら庭造りの話を聞
きます。近年少なくなっている里山や田園風景
と同じ様に縁側や茶室、中庭の「つくばい」が
刻まれている一般住宅の庭2邸を見学します。 
日時　11月18日（土）
　　　10：00〜12：00　14：00〜16：00
会場　泉北ニュータウン（泉ヶ丘）、鳳
講師　川岸松信（植利代表）
定員　30名（申込先着順）
受講料　会員1,000円　会員外1,500円

建築士の会 やお・かしわら
建築士の会 東大阪　共同開催
わくわく探検（駅前シリーズ）第17弾
旧奈良街道（亀井から植松）を歩く
11/25　CPD3単位（予定）

今回は、JR久宝寺駅を出発して、今では日本で
唯一ここでしか製造していないハリケーンランプ
の工場見学後、大聖勝軍寺から渋川神社を経
て、安中新田会所跡 旧植田家住宅の見学、
終点のJR八尾駅までの約5㎞の行程です。　
日時　11月25日（土）　9：00〜12：30
　　　8：45 受付開始
集合　JR久宝寺駅改札口
募集　30名（申込先着順）
参加費　1,000円

集まれ けんちく女子
WORLD Café 「建築女子がきずく未来」
〜建築・インテリアに関わる女性による
ワールドカフェ形式のグループトーク〜
10/28　第一部・第二部各CPD2単位

本会女性分科会が発足から30周年を迎えたの
を機に、共催4団体のご協力を得て記念事業を
開催します。建築界で活動する多くの女子が集
合し、異なる職域の立場から意見を発信すること
で、女性建築士ならではの役割を明確にして一
層社会に貢献していくことを目的としています。
日時　10月28日（土）　14：00〜18：00　
会場　ドーンセンター・1階パフォーマンススペース
　　　大阪市中央区大手前1-3-49
第一部　ワールドカフェ形式のグループトーク
第二部　ワークショップ報告会
　　　　基調講演
　　　　テーマ：「建築女子に期待する」
　　　　講師：伊藤明子（国土交通省住宅局長）
定員　100名（申込先着順）
参加費　第一部500円（お菓子飲み物付）・
　　　　第二部 無料
申込締切　10月20日（金）
第三部　懇親会　18：00〜19：30
会場　ドーンセンター・1階パフォーマンススペース
定員　100名（申込先着順）
参加費　2,500円（ケイタリングによる立食）
申込締切　10月20日（金）

国際分科会・国際茶楼（サロン）Vol.2
「上海〜ヒューデックの作品を巡る〜」
11/17　CPD2単位（予定）

今年7月に訪問し実地に歩きまとめたものを紹
介したいと思います。上海の歴史的な背景と発
展する現況も見ていただきます。
日時　11月17日（金）　16：30〜
会場　大阪府建築士会会議室（予定）
講師　森田茂夫
参加費　1,000円（資料代含む）
定員　30名
※プログラム終了後懇親会開催、参加費3,000円

ちょっと知りたい建築セミナー
「木製建具の知識と製作現場見学会」
11/18　CPD2単位（予定）

仕事でどのように建具を設計されていますか？
その建具は、思い通りのデザインに仕上がって
いますか？住空間の中で建具はとても重要で
す。今回は意外と知らない木製建具について、
12/8に開催される第60回建築士会全国大
会・京都大会で伝統的技能者賞を受賞されま
す塩田木材工業㈲塩田佳男氏から、建具の基
本の話や複雑な格子戸の組み方、伝統的な意
匠の決まりごと、建築士が備えるべき知識など、
実際の製作現場でお話をお伺いします。
日時　11月18日（土）　14：00〜16：00　
会場　塩田木材工業有限会社
　　　茨木市横江1-5-15
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円

　日時　10月12日（木）　13：00〜17：00
（実践編）具体的な事例から学ぶ住宅改造相
　　　　談の進め方について
　日時　10月19日（木）　13：00〜17：00
　会場　ATCエイジレスセンター前
　　　　大阪市住之江区南港北2-1-10
　　　　（ATC ITM棟11階）
　講師　認定NPO法人福祉医療建築の連携
　　　　による住居改善研究会
　定員　100名（先着順）
　受講料　1,000円（資料代として）
※基礎編・実践編の両講座の受講を推奨します。
※どちらかの研修会に出席した時点で、テキスト

と引き換えに受講料を徴収。
詳細・申込　下記URLをご覧ください。
http://www.ageless.gr.jp/topics/seminar/
1502.html

違反建築防止週間
期間　平成29年10月15日（日）〜
　　　平成29年10月21日（土）

国土交通省及び各特定行政庁においては、建
築基準法令違反の建築物の是正及びその発
生予防に努めており、その一環として、全国一
斉に「違反建築防止週間」を定めて実施してい
ます。府内特定行政庁では、期間中の取り組
みとして、建築パトロールや各種PR活動を通じ
て、府民の皆様に建築手続き等の周知を図っ
ていくこととしています。
建築士の皆様には、適切な工事監理が行われ
ると共に、建築基準法に定められた中間・完了
検査を受検し、欠陥のない適法な建物を供給で
きるよう、お願いします。　　
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室 
　　　建築安全課
　　　Tel.06-6941-0351 内線4326・6282
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_anzen/
anzen_kaigi/campain.html

国際見本市『LIVING & DESIGN 
2017』
10/11〜10/13

今年8度目を迎える、住空間、インテリアを対象
とした『LIVING & DESIGN』－住まいと暮らし
のリノベーション－が、大阪南港ATCホールで
開催されます。
主催　LIVING & DESIGN 実行委員会
期間　10月11日（水）〜10月13日（金）
会場　大阪南港ATCホール 
　　　大阪市住之江区南港北2-1-10
入場料　1,000円（但し、招待状持参者、
WEBからの事前登録者は無料）
問合　LIVING & DESIGN実行委員会事務局
　　　Tel.06-6210-1969
　　　http:// www.living-and-design.com 

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

定員　50名（申込先着順）

耐震部会　第3回勉強会
格子補強フレームと意匠の調和

「今井町の家」見学勉強会
10/7　CPD2単位（予定）

本会耐震部会では、年に数回、所属委員の技
術向上を図る意味で、勉強会を実施していま
す。今回は、所属委員だけではなく、会員中心に
広く募集いたします。内容は格子補強フレームと
意匠の調和「今井町の家」見学勉強会です。
設計者自らの解説で構造・意匠の特徴を伺い
ます。設計者は横関正人氏と横関万貴子氏
で、この建物で第61回大阪建築コンクール大
阪府知事賞を受賞されました。
日時　10月7日（土）　14：00〜16：00
　　　（受付13：30〜）
会場　今井町の家（橿原市）
講師　横関正人、横関万貴子
　　　（一級建築士事務所　㈲NEO GEO）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
募集　30名（申込先着順）

地域分科会建築士の会「大阪市東」企画
－大正15年竣工 旧大林組本店ビル－

「ルポンドシエルビル」見学会
10/14　CPD3単位（予定）

北浜のフレンチレストランLE PONT DE CIEL
でおなじみの「ルポンドシエルビル」の見学会で
す。開店前のレストラン内部を見学した後に、設
計・工事に関わった大林組担当者より、リノベー
ションの技法についてお話を伺います。また、こ
の日特別に開館していただく大林組歴史館を、
同ビルB1にある和食料理店での昼食後に訪
れます。
日時　10月14日（土）　10：00〜14：00
会場　ルポンドシエルビル
最寄駅　京阪・地下鉄「北浜」駅
参加費　会員4,000円 　会員外4,500円
　　　　（昼食代含む（飲み物のみ別途））
定員　30名（申込先着順）

集まれ! けんちく女子　プレイベント開催
ふたりの建築女子 井上久実氏＋
長町志穂氏によるトークセッション
10/23

10/28に開催する、集まれ!けんちく女子WOR
LD Café「建築女子がきずく未来」に先立ち、
ふたりの建築女子、建築家井上久実氏と照明
デザイナー長町志穂氏により「建築女子がきず
く未来に向けて」というテーマでトークセッション
を開催します。会場となります「Under-35展覧
会」の詳細は、ウエブサイトhttp://u35.aaf.ac/
にてご確認ください。
日時　10月23日（月）　14：00〜16：00
会場　グランフロント大阪うめきたシップホール
　　　（under-35展覧会内）
定員　30名
参加費　無料
但し、「35歳以下の若手建築家による建築の
展覧会2017」入場料　1,000円必要

日時　12月1日（金）　11：00〜15：30
会場　大阪府建築健保会館
内容　地域材を用いた中大規模木造建築物

の構造設計、木造住宅の構造計画の
基礎知識、質疑応答

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
12/7・2/9　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①12月7日（木）
　　　②平成30年2月9日（金）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/30　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日時　1月30日（火）　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

住宅を設計する仲間達　オープン勉強会
カラーセミナー
〜人の生活・環境・心を豊かにする
色を活かすテクニック〜
10/4　CPD2単位（予定）

色を自由に使いこなせる技術・テクニックを、基
礎・事例紹介・配色実技・雑学ネタまで、幅広く
実践的に、楽しく解説いたします。
日時　10月4日（水）　18：00〜20：00
会場　大阪府建築士会会議室
講師　小堀斗志子（日本ペイント株式会社 近

畿支店リウォール推進グループ）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　※住宅仲間達登録者は無料

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
11/9、1/18、2/15、3/7
CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　11/9（木）、1/18（木）、2/15（木）、　
　　　3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み 9,500円
　　　　郵送申込み 10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ 
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
建築物省エネ法の手続きに関する
講習会
11/29　CPD3単位（予定）

建築物省エネ法の規制措置が4月に施行され、
同法に基づく適合性判定、届出制度がスタート
しましたが、実例もまだ少なく不明な点も多いと
思われます。本講習では、法施行に伴う判定等
の手続き、その後の確認申請・検査等にかかる
実際の手続きや留意事項のほか、建築物省エ
ネ法と関わりが深い大阪府温暖化防止条例の
改正内容について、大阪府内建築行政連絡
協議会から講師を招き、ご紹介いたします。
日時　11月29日（水）　13：00〜16：20
会場　大阪府建築健保会館
内容　建築物省エネ法の概要、大阪府温暖化

の防止等に関する条例、建築物省エネ
法の適合性判定・届出等に関する手続
き、適合性判定が伴う建築確認申請・
完了検査等に関する手続き

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　主催団体会員3,500円
　　　　一般7,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
木造建築物の設計講習会
12/1　CPD3単位（予定）

「公共建築物等における木材の利用の促進
に関する法律」が平成22年に施行され、国が
整備する低層の公共建築物について、原則と
して全て木造化、その他の公共建築物でも積
極的に木造化を推進することが求められていま
す。本講習会では、木造建築物構造設計の第
一人者である㈲山辺構造設計事務所の山辺
代表から、地域材を用いた中大規模木造建築
物の構造設計について事例をご紹介いただき
ながら、地域材を用いる場合の構造計画のポイ
ントや、許容応力度計算における注意点などに
ついて解説いただきます。

平成29年度建築士定期講習
12/14、1/25、2/28、3/26、3/30
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　12/14（木）　大阪府建築健保会館
　　　　　　　定員90名  会場コード5C-54
　1/25（木）　 大阪国際交流センター
　　　　　　　定員200名  会場コード5C-05
　2/28（水）　 大阪国際会議場
　　　　　　　定員300名  会場コード5C-55
　3/26（月）　 大阪国際会議場
　　　　　　　定員300名  会場コード5C-06
　3/30（金）　 大阪府建築健保会館
　　　　　　　定員90名  会場コード5C-56
時間　9：25〜17：00
申込書必着日　12/14（木）講習：11/9（木）
　　　　　　　1/25（木）講習：12/21（木）
　　　　　　　2/28（水）講習：1/24（水）
　　　　　　　3/26（月）講習：2/19（月）
　　　　　　　3/30（金）講習：2/23（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
10/10・10/23・11/6・11/21・12/5
CPD6単位

国土交通省が新省エネ基準を2020年までに
すべての新築住宅に適合を義務付けることに
先がけて、設計者に木造住宅の省エネ技術の
習得をしていただく講習会です。
日程　10/10・10/23・11/6・11/21・12/5
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※建築士会会員は受講料を本会が全額補助。
申込　専用のWEBからお申込みください。
HP　 省エネ講習会　 検索 
詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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8/ 24 交野市長面談
  寝屋川副市長面談
8/28  国土交通省中央建築士審査会
8/29  羽曳野市長面談
9/ 3 ～ 5　UIAソウル大会

  韓国建築士会会長等面談
9/ 8  藤井寺副市長面談
9/12  総務企画委員会（連合会）　　
9/13  大阪府収用委員会

  弁護士との意見交換会
9/14  高槻市長面談
9/15  大阪都市景観建築賞審査委員会
9/16  近畿建築士会協議会青年部会
9/19  大阪急性期・総合医療センターとの

  協定締結式
9/20  正副会長会議、理事会
9/22  正副会長会議（連合会）

※（連合会）: 公益社団法人日本建築士会連合会

今年の二級建築士設計製図試験を、9 月
10 日に「家族のライフステージの変化
に対応できる三世代住宅（木造 2 階建
て）」の課題で近畿大学東大阪キャンパ
スにおいて実施しました。
全国で 10,837 名が受験され、大阪では
本会が運営を担当し、今年学科を合格さ
れた 547 名と、過去 3 年間に学科を合格
された 329 名の合計 876 名が受験されま
した。受験者数は昨年に比べ、全国で
321 名の減少、大阪で 1 名の増加です。
一級・木造建築士の設計製図試験は、10
月 8 日に、マイドーム大阪と大阪商工会
議所で実施します。

9 月 20 日～ 22 日の 3 日間、インテック
ス大阪において約 150 社の建築関連メー
カー等が出展する「第 1 回関西住宅・都
市イノベーション総合展」に、本会の
PRブースを設置し、日頃の活動の紹介
と入会の呼びかけを行いました。
本会の社会貢献活動を「防災」「耐震」「建
築相談」「まちづくり」「住環境」、建築
士支援等の活動を「人材育成｣「技術向上」

「国際」「仲間」「賛助」の切り口で分け、
それぞれの活動内容をパネルで紹介しま
した。会場では本会の展示を熱心に見る
方や、活動内容についての問い合わせも
あり、来場した建築関係者に本会の活動
を大いにアピールしました。

国土交通省及び全国自治体が参加して、8

月 30 日に北陸地方でマグニチュード 7.0
の地震が発生したとの想定により、応急
危険度判定士の連絡訓練を実施しました。
本会も大阪府と締結している「被災建築
物応急危険度判定士派遣協定」に基づき
会員判定士に対し参集の連絡をしました。
連絡訓練の目的は、他府県での判定活動
可能者数の把握と、判定士への連絡体制
の確認です。本会では、携帯電話とEメー
ルにより連絡網を構築しており有効に機
能するかを確認しました。
今年の訓練では、本会所属判定士 602 名
全員に対して、金沢市で 3 日間の判定活
動が可能か否かをお聞きしました。
その結果、224 名から参加可能の回答を
得て、その旨を大阪府へ報告しました。

本会と大阪急性期・総合医療センター（住
吉区万代東 3 丁目）は、9 月 19 日に応
急危険度判定に関する協定を締結しまし
た。協定は震度 6 弱以上の大地震が発生
した際、本会判定士が迅速に病棟等の危
険度判定を実施し、病院利用者の安全を
確保することを目的としています。
これは、大阪府や市が大地震の際に実施
する応急危険度判定は、本医療センター
のような大規模施設を対象としていない
ため、医療センターからの要請を受け、
本会が判定支援を行うもので、全国で初
めてのケースです。
本医療センターは災害時の拠点病院であ
り、災害時においても病院機能の維持が
可能となるよう、建築構造躯体をはじ
め、建築設備、医療機器、非構造部材等
の高い耐震性が求められます。本会では
協定をきっかけに、災害時において地域
の人々が安全に利用できるよう、医療セ
ンター施設の耐震性向上を図るための幅
広い技術支援を行うこととしています。

動静レポート

（左）黒田交野市長

（左）戸上　　　　
寝屋川副市長

（左）松浦　　　　
藤井寺副市長

（右）北川　　　　
羽曳野市長　

（右）濱田高槻市長
（左）後藤　　　　

医療センター総長

本会の活動紹介ブース

大阪急性期・総合医療センターと応急
危険度判定の協定を締結

社会貢献委員会

会長動静
二級建築士設計製図試験を実施

運営委員会

第 1 回関西住宅・都市イノベーション
総合展に本会 PR ブースを出展

運営委員会

大地震時の応急危険度判定士連絡訓練
を実施

社会貢献委員会
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阪急梅田駅に近接した都市型キャンパス
である「OIT 梅田タワー」には、様々
な環境配慮技術が盛込まれ、国交省の住
宅・建築物省 CO2 先導事業に採択され
ています。講習会では、設計者である服
部建築事務所の南さん、石本建築事務所
の東原さんから建築と環境配慮デザイン
について解説を受けた後、小グループに
分かれて館内を見学しました。
地下空間に外気を取込んで温度を下げた
のち建物に供給するアースチューブピッ
ト。自然換気とコミュニケーションを促
す連続した吹抜空間。デザインスタジオ
に設置された天井放射空調パネルとタス
クアンドアンビエント照明。あえて隠さ
ないオイルダンパー。様々な樹種が学べ
る屋上庭園。そして最上部のハットトラ
スから吊られたカーテンウォールと太陽
光発電パネル組込みのエコロジカルスキ
ン。随所に技術の解説パネルが設置され、
他にも盛り沢山。まさに技術のショー

今回、地域分科会「建築士の会 南河内」
において、「職人シリーズ第一弾」とい
うことで、「業務に役立つ畳、畳職人の話」
を受講しました。　
講師は堺市で「大江畳店」を営まれてい
る大江俊幸さんで、畳の価格、素材、形
とサイズ、畳の将来のテーマで、写真と
畳の現物を会場に持ち込まれて、熱のこ
もった説明をされました。
畳表の良し悪しの見分け方について、1
畳 1 万円の汎用品と 10 万円近くもする
上級品を実際に足で感じて、手で触って
実感しました。そして、畳表のイグサを、
下級と最上級イグサの長さ、色合い等の
違いを実物イグサで見比べました。　
寺社に納入する畳は、納入先の畳縁が畳
サイズにより、描かれている紋が切れな
い工夫等のノウハウに受講者は聞き入り

Topics

ケースです。また、コンベンションホー
ルもあり、地域開放や防災対応、情報発
信にも力を入れているとか。
そして最上階の 21 階には美しいシャン
デリアのある高級イタリアンレストラ
ン。実はこの同じ空間で、お昼には別の
運営者が「菜の花食堂」という学生食堂
を開き、600 円ランチを提供すると聞い
て早めに出かけたところ、残念にも当日
は貸切営業で、見学だけとなりました。
それにしても“昼夜入替”も“展望学
食”も、都市型キャンパスならではの思
い切った発想です。
大学の講義や演習で高層ビルの設計を学
ぶ機会があまりないと思われる中、間近
に先進技術を見ることが出来る OIT 梅
田タワーは、空間デザイン専攻の学生に
とって比類ない学び舎となるでしょう。
そしてキャンパスを一歩出れば、刺激と
誘惑に満ちた、これまた比類ない環境が
広がっています。このような“多重に”

ました。また、一般の方から、「畳 1 枚
いくらですか？」という問い合わせがよ
くあるとのことで、その都度、オーダー
メイドであることを伝え、戸建かマン
ションか、床の間付きか、茶室でも練習
用か、本式接客用かなどを質問して回答
する、畳店ならではの話を聞かせてもら
いました。
畳の将来については、畳の無い住宅が大
勢を占め、注文が激減しているなか、「フ
ロアー敷きの上に置き畳をして寝ころび
たい」という問い合わせもあり、納入実
績も結構あるとのことです。要望に応え、
カタログを作成し、インターネットを通
じ、畳の良さを一般の方にわかりやすく
伝える努力をされています。
受講を終え、住宅設計に携わる技術者と
して、「畳」の良さを施主に説明してい

恵まれた環境をどう活かすかは、学生さ
ん達次第ですが。
今回の講習会は、都市型キャンパスのつ
くり方と環境配慮技術について幅広く学
ぶことが出来て、参加者にも大変好評で
した。

かなければいけないと再認識しました。
次回からは、造園、大工といった職人さ
んからの話が聞けるようです。

「職人シリーズ第一弾」を受講して
日程：平成 29 年 9 月 14 日（木）　　会場：松原ゆめニティプラザ 3 階ホール　　参加者：23 名

湯谷三木男（会員）

建築技術講習会『大阪工業大学梅田キャンパスにみる省 CO2 の技術とデザイン』
日程：平成 29 年 8 月 9 日（水）　　会場：OIT 梅田タワー　　参加者：62 名

富田昌義（研修分科会委員）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

馬
瀬　

師
彦

農
村
集
落
の
景
観
に
配
慮
し
た
新
た
な
土
地
利
用
に
つ
い
て

【
は
じ
め
に
】

　

能
勢
町
は
、
大
阪
の
北
摂
地
域
、
都
心
部
か

ら
約
三
〇
㎞
の
距
離
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高

五
〇
〇
ｍ
～
七
〇
〇
ｍ
の
緩
や
か
な
北
摂
山
系

に
囲
ま
れ
、
あ
た
り
一
面
に
田
園
が
広
が
っ
て

い
る
人
口
約
一
万
人
の
町
で
す
。
歴
史
は
ふ
る

く
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、

数
多
く
の
文
化
財
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
人
口

は
平
成
一
二
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
農
村
景
観
を
保
ち
つ

つ
、
既
存
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
維
持

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

【
ほ
ぼ
市
街
化
調
整
区
域
の
ま
ち
】

　

能
勢
町
は
、
平
成
七
年
三
月
に
区
域
区
分
を

定
め
、
町
域
の
約
九
九
％
が
市
街
化
調
整
区
域

と
な
り
ま
し
た
。
無
秩
序
な
山
林
斜
面
等
へ
の

宅
地
造
成
等
が
進
む
こ
と
で
、
豊
か
な
農
山
村

地
域
の
環
境
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
線
引
き
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
既

存
集
落
も
新
た
な
建
設
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と

で
、
農
村
集
落
の
景
観
が
保
全
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
転

出
が
進
む
こ
と
で
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
能
勢
町
の
土
地
利
用

の
あ
り
方
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
こ
と
が
増

え
、
線
引
き
の
廃
止
や
市
街
化
区
域
の
拡
大
へ

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
街
化
調
整
区
域
で
、
開
発
行
為
を
行
う
に

は
、
都
市
計
画
法
第
三
四
条
各
号
の
基
準
に
該

当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
第
一
四
号

で
は
、
当
時
の
府
の
提
案
基
準
を
そ
の
ま
ま
準

用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
土
地
を
取
得

し
た
人
が
、
そ
の
土
地
に
建
物
を
建
築
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
許
可
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
た
め
不
動
産
調
査
に
お
い
て
、
市
街
化
調
整

区
域
と
な
る
と
、
一
般
的
に
開
発
行
為
が
ほ
ぼ

で
き
な
い
も
の
と
認
識
さ
れ
、
住
宅
等
の
建
築

を
目
的
と
し
た
土
地
取
引
で
、敬
遠
さ
れ
ま
す
。

【
能
勢
町
の
上
位
計
画
の
方
針
等
】

　

能
勢
町
の
第
五
次
総
合
計
画
で
は
、
人
口
減

少
に
起
因
す
る
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
特
に
若
年
層
の
定
住
促
進
、
雇
用
の

創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
の
観
点
を
十
分

に
鑑
み
な
が
ら
土
地
利
用
を
進
め
る
と
し
て
お

り
、
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
土
地
利
用
の

方
針
と
し
て
、
旧
村
単
位
の
ま
と
ま
り
や
歴
史

的
背
景
、
日
常
の
生
活
圏
域
な
ど
地
域
の
特
性

や
課
題
に
対
応
し
た
空
間
の
整
備
を
め
ざ
す
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
市
街
化
調
整
区
域
内
の
地

域
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
地
域

固
有
の
資
源
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
︵
豊
か
な
自
然

環
境
、美
し
い
景
観
、既
整
備
の
基
盤
施
設
な
ど
︶

を
活
用
し
た
土
地
利
用
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

能
勢
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し

て
、
地
区
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
地

区
計
画
制
度
や
開
発
許
可
制
度
の
弾
力
的
な
活

用
等
に
よ
り
、
土
地
利
用
の
推
進
を
支
援
・
誘

導
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
能
勢
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
は
、具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る
新
た
な
開
発
許
可

制
度
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
能
勢
町
都
市
計
画
審
議
会
か
ら
、
北

部
大
阪
都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保

全
の
方
針
の
変
更
に
対
す
る
諮
問
に
対
し
、
喫

緊
の
対
策
と
し
て
開
発
許
可
制
度
の
柔
軟
な

運
用
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
能
勢
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
れ
た
い
と
の
答
申
を
受
け
て
い

ま
す
。

【
能
勢
町
で
の
開
発
許
可
制
度
に
お
け
る

独
自
運
用
の
検
討
】

　

線
引
き
の
廃
止
や
市
街
化
調
整
区
域
を
拡
大

さ
せ
る
こ
と
は
、
都
市
計
画
法
や
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
そ
し
て
農
村
の
景
観
を
保
全

す
る
と
い
う
能
勢
町
の
総
合
計
画
に
そ
ぐ
わ
な

い
こ
と
か
ら
実
現
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
ご
理

解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
平
成
一
八

年
五
月
都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
、
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
大
規
模
開
発
を
許
可
で
き
る

規
定
が
廃
止
さ
れ
、
地
区
計
画
の
内
容
に
適
合

し
た
も
の
に
限
り
、
開
発
許
可
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
能
勢
町
で
も
地
区
計
画
制
度

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
二
一
年
四
月
に

能
勢
町
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
ほ
ぼ
全
域
が
市
街
化
調

整
区
域
で
あ
る
能
勢
町
で
は
、
全
集
落
に
お
い

て
開
発
許
可
制
度
の
緩
和
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に

そ
ぐ
わ
な
い
制
度
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
七
年
一
二
月
に
開
発
許

可
制
度
の
運
用
の
緩
和
に
つ
い
て
、
大
阪
府
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省
か
ら
の
﹁
都

市
計
画
運
用
指
針
及
び
開
発
許
可
制
度
の
運
用

指
針
の
改
正
﹂
の
通
知
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
通
知
に
よ
る
と
事
務
処
理
市
町
村
が

独
自
の
提
案
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
り
、
既
に
大
阪
府
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
て

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
三
十
六
回  

能
勢
町

人口推移
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提案基準Aに関する

指定既存集落及び国府道区域図
別 図

南丹市
篠山市

亀岡市

亀岡市
猪
名
川川
町

凡 例凡 例

指定既存集落

市街化区域

国 国

国 道

府 道

市街化区域

豊能町
猪名川町

国
道
１
７
３

道
４
７
７

府 道

川西市

３
号 号

指定既存集落及び国府道区域図

い
た
こ
と
か
ら
、
早
速
、
能
勢
町
独
自
の
提
案

基
準
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
大

阪
府
と
協
議
を
重
ね
た
上
で
、
平
成
二
八
年
七

月
に
大
阪
府
開
発
審
査
会
で
認
め
ら
れ
、
能
勢

町
独
自
の
提
案
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
自
己
居
住
用
と
自
己
業

務
用
の
建
築
物
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
へ
の
居

住
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地
理
的
に
、
集
落
の

住
宅
等
か
ら
五
〇
ｍ
以
内
ま
た
は
二
車
線
以
上

の
国
道
・
府
道
の
沿
道
と
す
る
こ
と
で
、
集
落

等
の
ま
と
ま
り
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
附
則
で
人
口
一
四
、〇
〇
〇
人
︵
線

引
き
時
の
人
口
︶
に
達
す
る
ま
で
と
し
、
一
定

の
総
量
制
限
を
行
い
、
一
〇
月
に
運
用
を
開
始

能勢町

府民牧場跡地に建設された能勢ささゆり学園（道の駅から撮影）

馬
瀬
　
師
彦

　
能
勢
町
環
境
創
造
部
地
域
整
備
課 

課
長

一
九
六
五
年 

兵
庫
県
生
ま
れ

一
九
八
九
年 

関
西
学
院
大
学
理
学
部
卒
業
後
、
民
間
に
就
職

一
九
九
四
年 

能
勢
町
入
庁
　
土
地
改
良
、
水
道
、
道
路
・
河
川
及 

 

び
都
市
計
画
行
政
に
携
わ
る

二
〇
一
七
年 

四
月
よ
り
現
職
に
至
る

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
既
存
集
落
や
幹
線
道
路
沿
い

で
、
自
己
の
居
住
用
及
び
業
務
用
の
低
層
建
築

物
の
開
発
行
為
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
集

落
等
の
拡
散
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
、

農
村
の
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
る
独
自

の
提
案
基
準
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
開
と
課
題
】

　

今
後
、
能
勢
町
で
も
人
口
減
少
が
進
む
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、﹁
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
﹂の
考
え
方
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に

し
、
拠
点
施
設
と
拠
点
施
設
、
集
落
と
集
落
、

集
落
と
拠
点
施
設
に
交
通
や
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
に
居
住
さ
れ
て
い
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
併
せ
て
企
業
誘
致
等
へ
の
土
地
利
用

を
行
い
、
雇
用
の
創
出
等
を
図
る
こ
と
で
、
若

年
層
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
最
後
に
能
勢
町
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
の
Ｐ
Ｒ
】

　

ひ
と
つ
は
、
平
成
二
八
年
四
月
に
開
校
し
た

能
勢
さ
さ
ゆ
り
学
園
で
す
。
府
民
牧
場
の
跡
地

に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
を
背
景

に
し
て
お
り
、
環
境
の
よ
い
学
校
で
す
。
学
校

内
の
設
備
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恵
ま

れ
た
教
育
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
能
勢
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
で
す
。

能
勢
町
内
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
を

生
産
者
自
身
が
出
荷
、
陳
列
し
て
い
ま
す
。
農

産
物
以
外
に
も
農
産
加
工
品
や
地
酒
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
の
特
産
品
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
能
勢
町 

移
住
・
観
光
Ｐ
Ｖ
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
能
勢
町
の
魅
力
が
満
載
で
す
。
こ

れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
能
勢
町
の

魅
力
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
能
勢
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

能
勢
町
へ
の
移
住
、
週
末
居
住
或
い
は
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
店
舗
を
お
考
え
の
方
は
、
市
街

化
調
整
区
域
と
い
う
こ
と
で
断
念
さ
れ
ず
に
、

ぜ
ひ
能
勢
町
独
自
の
提
案
基
準
で
検
討
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
相
談
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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Gallery 建築作品紹介 設計・監理：徳岡設計・アール企画・Spazio 設計共同企業体　監修：狩野忠正　
施　　　工：淺川・三谷特定建設工事共同企業体　　　　　　 家具：狩野新アトリエ

市役所と消防署の立地する既存施設間に、市民ホー
ルを整備する計画を補強するため、中心市街地再構
築を視野に入れて図書館を複合させ、明解でコンパ
クトな都市核を創出する事業である。南に有田川、
北にはみかん山を望む豊穣な地域を象徴し、場の力
を活かす建築を目指した。紀州産木材を使用した空
間には、四季の風景を感じられる図書館と、自然の
恵みや通商の賑わいを舞台と客席の双方で三次元的
に体感できる紀文ホールが複合的に構成され、外部
へと溢れ出し、地域へと発信する。行政、教育文化、
防災機能を備える複合整備が、住み続けたいまちづ
くりの基盤となるよう祈念している。

（徳岡浩二／徳岡設計）

所 在 地：和歌山県有田市箕島
用　　途：劇場・図書館
竣　　工：2017.07
構造規模：RC造（一部S造）地上4階

敷地面積：5,019.69㎡
建築面積：2,458.26㎡
延床面積：4,343.77㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 有田市民会館（紀文ホール・有田市図書館）
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Gallery 建築作品紹介 日亜化学工業諏訪技術センター 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

LED・半導体レーザーの先進的応用製品の開発拠点の計画。八ヶ岳連峰
に連なる山裾に位置し前面に諏訪湖が広がる豊かな立地を生かした空間
構成とすることで、イノベーションに貢献する研究環境を目指した。
メイン機能をワンフロアに集約し空中へ持ち上げ、湖を望む良好な環境を
確保した。湖側からコモン、執務、実験スペースを廊下レスで配し、湖と
の距離感に応じ、自然光、視線高さ、照明、断面構成を変化させ、湖側
ほど開放的でリラックスできる、山側ほど閉鎖的で集中力を高められる空
間とした。研究者が閃きや気分に応じシームレスに空間を行き来し、どこに
いても諏訪湖を感じられる透明感のある研究環境を創造した。（興津俊宏）

建 築 主：日亜化学工業
所 在 地：長野県諏訪郡
用　　途：研究所
竣　　工： 2016.11
構造規模： S 造・RC 造
　　　　　地下1階・地上2階
敷地面積： 13,384.96㎡
建築面積： 2,625.44㎡
延床面積： 4,002.86㎡
写　　真：母倉知樹
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
八
月
十
三
日
、
東
京
西

部
の
小
平
市
に
あ
る
武
蔵
野
美
術
大
学
を
数
年
ぶ

り
に
訪
れ
た
。
構
内
の
美
術
館
で
、﹁
芦
原
義
信

建
築
ア
ー
カ
イ
ブ
展
︱
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
か
け
た
夢
﹂

と
題
す
る
建
築
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
か

ら
そ
の
充
実
し
た
内
容
の
評
判
を
聞
き
つ
け
て
、

最
終
日
に
滑
り
込
み
で
駆
け
込
ん
だ
形
だ
っ
た
。

　

東
京
駅
か
ら
中
央
線
の
快
速
電
車
に
乗
っ
て
約

四
五
分
、
国
分
寺
駅
で
下
車
し
、
西
武
線
に
乗
り

換
え
て
五
分
足
ら
ず
で
鷹
の
台
駅
に
到
着
す
る
。

そ
こ
か
ら
、
玉
川
上
水
と
い
う
江
戸
時
代
に
市
中

へ
上
水
路
を
引
く
総
延
長
四
〇
キ
ロ
を
超
え
る
壮

大
な
水
道
事
業
だ
っ
た
水
路
沿
い
の
緑
豊
か
な
散

策
路
を
歩
い
て
進
む
と
、
二
〇
分
ほ
ど
で
大
学
の

正
門
に
た
ど
り
着
く
。
お
り
し
も
、
夏
休
み
に
合

せ
て
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
が
催
さ
れ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
高
校
生
と
父
兄
が
詰
め
か
け
て
い
た
。

　

展
覧
会
に
併
せ
て
出
版
さ
れ
た
詳
細
な
図
録
の

解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
学
の
建
築
群
は
、
同
大

学
の
鷹
の
台
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
に
際
し
、

建
築
学
科
創
設
と
主
任
教
授
着
任
を
要
請
さ
れ
た

芦
原
義
信
︵
一
九
一
八
～
二
〇
〇
三
年
︶
が
、
一

九
六
〇
年
に
大
学
が
取
得
し
た
約
四
万
㎡
の
農
地

に
全
体
計
画
を
立
て
、
順
次
設
計
を
手
が
け
て
き

た
も
の
だ
と
い
う
。
最
初
に
竣
工
し
た
ア
ト
リ
エ

棟
︵
一
九
六
四
年
︶
と
対
面
の
デ
ザ
イ
ン
棟
︵
一

九
六
五
年
︶、敷
地
奥
の
美
術
館
棟︵
一
九
六
七
年
︶

と
手
前
の
本
館
︵
一
九
六
八
年
︶
の
中
央
広
場
を

取
り
囲
む
第
一
期
の
四
棟
の
校
舎
群
を
起
点
に
、

二
〇
〇
〇
年
に
竣
工
し
た
本
館
横
の
九
号
館
に
至

る
ま
で
、
そ
の
合
計
は
二
三
棟
に
も
上
る
。
す
で

に
解
体
さ
れ
た
も
の
も
多
い
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

骨
格
を
成
す
空
間
構
成
は
健
全
な
形
で
保
持
さ
れ

て
い
る
。そ
ん
な
建
築
群
の
中
に
あ
る
美
術
館
で
、

一
九
八
八
年
の
教
授
退
任
時
の
展
覧
会
か
ら
二
九

年
を
経
て
、
芦
原
の
仕
事
の
全
体
像
を
紹
介
す
る

没
後
初
と
な
る
建
築
展
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

展
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
に
遺
族

か
ら
の
寄
贈
を
受
け
て
大
学
が
立
ち
上
げ
た
ア
ー

カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
だ
っ
た
。
緻
密

に
描
か
れ
た
設
計
原
図
や
透
視
図
、
構
造
図
、
竣

工
写
真
な
ど
、貴
重
な
建
築
資
料
ば
か
り
で
あ
る
。

デ
ビ
ュ
ー
作
の
中
央
公
論
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
︵
一
九

五
六
年
︶
に
始
ま
り
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
の
一
つ
と
な
っ
た
駒
沢
公
園

体
育
館
・
管
制
塔
や
、
惜
し
く
も
今
年
三
月
に
閉

館
し
、
現
在
解
体
工
事
が
進
む
ソ
ニ
ー
ビ
ル
︵
一

九
六
六
年
︶、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
万
国
博
覧
会
日

本
館
︵
一
九
六
七
年
︶
や
フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
東
京
本

社
ビ
ル
︵
一
九
六
九
年
︶
に
至
る
ま
で
、
代
表
作

を
中
心
に
、
展
覧
会
の
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、

芦
原
の
﹁
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
か
け
た
夢
﹂
を
余
す
こ

と
な
く
伝
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
展
示
で
も
大
き

く
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心

と
な
る
第
一
期
の
建
築
群
が
丁
寧
な
改
修
を
施
さ

れ
て
今
も
活
き
活
き
と
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

銘
を
覚
え
た
。
そ
こ
に
は
、
芦
原
へ
の
敬
愛
の
念

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

建
築
群
の
配
置
計
画
は
単
純
明
快
で
秀
逸
だ
。

東
西
方
向
に
長
い
奥
行
き
約
三
五
〇
ｍ
の
敷
地
の

中
央
を
、東
端
の
正
門
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
ア
プ
ロ
ー

チ
路
が
西
へ
と
伸
び
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
置
か
れ
た
中
央
広
場
の
地
盤
レ
ベ
ル

は
正
門
付
近
か
ら
約
三
ｍ
高
い
。
そ
の
た
め
、
緩

や
か
な
階
段
を
登
っ
て
行
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ

て
い
る
。
八
〇
ｍ
ほ
ど
先
に
見
え
る
寡
黙
な
表
情

の
本
館
の
足
元
を
、
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
よ
う
に

進
む
と
、
敷
地
の
段
差
を
巧
み
に
利
用
し
た
思
い

の
ほ
か
変
化
に
富
ん
だ
空
間
構
成
に
驚
か
さ
れ

る
。そ
の
本
館
を
抜
け
る
と
視
界
は
一
気
に
開
け
、

明
る
い
中
央
広
場
が
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

九
〇
ｍ
ほ
ど
先
の
正
面
に
は
、
中
央
に
ガ
ラ
ス
張

り
の
吹
抜
け
の
大
空
間
を
内
包
す
る
美
術
館
棟
が

見
え
、
視
線
が
真
っ
直
ぐ
に
内
部
へ
と
誘
わ
れ
て

い
く
。
ま
た
、
中
央
広
場
の
左
手
に
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
梁
を
井
桁
に
組
ん
だ
格
子
状
の
二

階
部
分
を
頑
丈
な
柱
脚
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
持
ち
上
げ

た
ア
ト
リ
エ
棟
が
あ
り
、
右
手
に
は
、
矢
羽
根
の

レ
リ
ー
フ
が
刻
ま
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の

外
壁
と
ア
ト
リ
エ
棟
と
同
じ
柱
間
の
九
・
六
ｍ
の

モ
デ
ュ
ー
ル
で
構
成
さ
れ
た
柱
と
梁
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
棟
が
力
強
い
表
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
迷
う
こ
と
な
く
ご
く
自
然
に
、
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
守
ら
れ
た
広
場
的
な
空
間
が
学

生
た
ち
を
大
ら
か
に
迎
い
入
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
ア
ト
リ
エ
棟
の
二
階
に
は
、
市
松
状

に
配
置
さ
れ
た
各
ア
ト
リ
エ
に
採
光
の
た
め
の
高

窓
の
勾
配
屋
根
が
架
け
ら
れ
、
心
地
よ
い
リ
ズ
ム

と
人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
感
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
デ
ザ
イ
ン
棟
に
は
、
敷
地
の
段
差
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
階
段
室
に
広
め
の
踊
り
場
や
テ
ラ

ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
談
笑
す
る

光
景
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
本

館
や
美
術
館
棟
は
、
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
感
と

そ
っ
け
な
い
外
観
に
と
ど
め
る
こ
と
で
、
対
比
的

で
整
然
と
し
た
静
か
な
た
た
ず
ま
い
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
配
置
計
画

か
ら
細
部
の
造
り
込
み
に
至
る
ま
で
、
隠
れ
た
秩

序
に
よ
る
周
到
な
設
計
が
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
半
世
紀
以
上
を
経
て
も
、
新
鮮
な
雰
囲
気
が

微
動
だ
に
し
て
い
な
い
の
だ
と
思
う
。
ま
た
そ
こ

に
は
、
建
物
が
つ
く
り
出
す
外
部
空
間
へ
の
確
か

な
眼
差
し
も
う
か
が
え
る
。
あ
る
著
書
の
中
に
、

芦
原
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
外
部
空
間
の
設
計
と
は
、﹃
大
き
い
空
間
﹄
を

﹃
小
さ
い
空
間
﹄
に
分
割
し
た
り
、
還
元
し
た
り
し

て
、
空
間
を
よ
り
人
間
的
に
し
た
り
充
実
し
た
り

す
る
技
術
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。﹂︵
芦
原

義
信
﹃
外
部
空
間
の
構
成
﹄
彰
国
社
一
九
七
五
年
︶

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
空
間
を
人
間
的
に
充
実
さ
せ

る
技
術
と
い
う
視
点
こ
そ
、
こ
の
武
蔵
野
美
術
大

学
に
結
実
し
た
芦
原
の
独
自
の
方
法
論
で
あ
り
、

現
代
へ
継
承
が
求
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。

デザイン棟から見るアトリエ棟

中央広場に面するデザイン棟

武蔵野美術大学　1964 ～ 68 年
隠れた秩序が育むキャンパス風景

記憶の建築
松隈　洋
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工場の作業場では、制作の真っ最中であっても作業ごとに片付けを行うため、整理整頓した状態が保たれている。 

度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、原
材
料
の
木
材
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

倉
庫
を
案
内
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。二
階
建
て
の
広
い

倉
庫
に
は
、様
々
な
厚
み
に
挽
か
れ
、小
口
に
そ
の
材
種

と
製
材
年
が
記
入
さ
れ
た
板
材
が
積
み
上
げ
ら
れ
、

整
然
と
貯
蔵
、管
理
さ
れ
て
い
た
。そ
の
貯
蔵
量
は
、馴

染
み
の
あ
る
樹
種
か
ら
聞
い
た
こ
と
の
な
い
も
の
ま
で
、

三
十
六
種
類
、約
二
百
㎥︵
原
木
丸
太
換
算
︶に
お
よ
ぶ

と
の
こ
と
で
、塩
田
木
材
工
業
が
製
作
す
る
建
具
の
品

質
と
材
料
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
語
る
に
十
分
な
も
の

が
あ
っ
た
。ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
や
維
持
管
理
の
人

件
費
等
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、昨
今
の
建
具

会
社
で
材
料
を
保
有
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と

聞
く
。﹁
建
具
に
求
め
る
意
匠
や
機
能
は
多
様
化
し
、

使
用
す
る
材
種
は
、非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

予
算
も
含
め
施
主
や
設
計
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
も
材
料
を
自
社
で
保
有
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

■
木
製
建
具

　

建
具
は
、様
々
な
建
築
部
位
の
中
で
最
も
人
の
手
が

直
接
触
れ
る
要
素
で
、人
の
動
き
や
気
候
の
変
化
に
合

わ
せ
て
動
か
さ
れ
続
け
る
部
位
で
あ
る
。建
具
を
動
か

す
こ
と
に
よ
っ
て
建
築
空
間
に
お
け
る
動
作
、視
線
、眺

望
や
空
気
、熱
、音
等
の
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。空

間
を
屋
根
、壁
、床
等
に
よ
り
分
節
す
る
こ
と
で
領
域

を
つ
く
り
、様
々
な
行
為
に
適
し
た
場
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
建
築
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、建
具
は
そ
れ
ら
の

要
素
に
穿
つ
開
口
部
に
お
け
る
分
節
の
度
合
い
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
で
、隔
た
れ
た
空
間
相
互
の
関
係
を
、絶
え

ず
変
化
す
る
条
件
に
合
わ
せ
て
調
整
し
、目
的
に
応
じ

た
空
間
を
獲
得
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
る
。常
に
人
の

動
作
と
と
も
に
あ
り
、手
で
動
か
し
、そ
こ
を
通
過
す
る

光
や
風
、そ
れ
が
作
り
出
す
影
な
ど
が
感
覚
を
刺
激

す
る
建
具
は
、建
築
の
部
位
の
中
で
も
特
別
な
存
在
で

あ
る
。そ
の
た
め
、建
具
の
良
し
悪
し
は
、空
間
の
質
を

機
能
的
に
も
意
匠
的
に
も
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に

な
る
。設
計
上
に
お
い
て
も
多
く
の
知
識
と
経
験
を
有

す
る
奥
深
い
部
位
で
あ
り
、設
計
者
は
建
具
の
設
計
に

は
特
に
気
を
配
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
。設
計
者
は
建

具
製
作
者
と
と
も
に
、そ
う
し
た
目
的
に
叶
う
建
具
の

探
求
を
続
け
、様
々
な
機
能
や
意
匠
を
生
み
出
し
て
き

た
。今
回
紹
介
す
る
塩
田
木
材
工
業
は
、大
正
八
年
に

大
阪
で
創
業
し
て
以
来
、高
度
な
伝
統
技
術
や
意
匠

を
実
直
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

設
計
事
務
所
や
施
工
会
社
、発
注
主
か
ら
高
い
信
頼
を

得
て
い
る
木
製
建
具
を
製
作
す
る
匠
集
団
で
あ
る
。

■
原
材
料
の
ス
ト
ッ
ク

　

塩
田
木
材
工
業
の
建
具
製
作
に
対
す
る
高
い
意
識

を
最
も
感
じ
た
の
は
、製
作
工
場
か
ら
車
で
三
〇
分
程

伊勢寺修復完成写真

木
製
建
具
の
匠
集
団

文　

河
合
哲
夫
・
丸
子
勇
人

匠
の
巧  

■  

塩
田
木
材
工
業
有
限
会
社
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相談役の塩田佳男氏 

作業場の鉋が美しく整理されている。

ま
す
﹂と
語
ら
れ
る
塩
田
佳
男
氏
は
、こ
の
倉
庫
の
材

料
管
理
を
自
ら
行
っ
て
い
る
。﹁
わ
ず
か
な
質
の
優
劣
に

こ
だ
わ
り
、素
材
を
見
極
め
る
施
主
や
設
計
、施
工
者

が
減
っ
て
き
ま
し
た
。よ
い
も
の
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
﹂と
の
こ
と
で
、﹁
私
た
ち
の
年
代

は
、そ
れ
で
も
ま
だ
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。息
子
か

ら
は
、こ
だ
わ
り
過
ぎ
と
言
わ
れ
ま
す
が
﹂と
い
う
塩
田

氏
の
言
葉
に
、同
社
が
在
阪
の
著
名
建
築
家
か
ら
指
名

を
受
け
続
け
る
理
由
が
伺
え
た
。

■
匠
集
団
の
製
作
工
場

　

工
場
を
案
内
頂
い
た
。製
作
工
程
に
沿
っ
て
工
作
機

械
や
作
業
台
が
並
ぶ
広
い
工
場
内
。感
心
し
た
の
は
、

整
頓
さ
れ
た
作
業
場
の
風
景
で
あ
る
。数
え
き
れ
な
い

工
具
や
治
具
、工
作
機
械
の
替
刃
達
が
整
然
と
壁
面

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
様
は
、美
的
で
す
ら
あ
る
。﹁
社

員
の
教
育
に
お
い
て
、最
も
厳
し
く
し
て
い
る
こ
と
は
、

作
業
場
の
片
付
け
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
﹂と
塩
田
氏

は
語
る
。﹁
道
具
の
整
理
は
作
業
の
効
率
と
安
全
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
。特
に
工
作
機
械
は
、社
員
全
員
が

共
同
で
使
い
ま
す
か
ら
、常
に
整
理
さ
れ
た
状
態
を
保

た
な
い
と
、そ
の
と
き
使
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、次

に
使
う
人
の
作
業
性
ま
で
左
右
し
て
し
ま
い
ま
す
。大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
突
然
起
こ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
﹂。

作
業
場
の
整
理
は
、作
業
員
の
思
考
の
整
理
で
あ
り
、

全
て
の
仕
事
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。塩
田
木
材
工
業
の
作
業
空
間
か
ら
、彼
ら
が
世
に

出
す
建
具
の
質
そ
の
も
の
が
わ
か
る
気
が
し
た
。

■
作
品
で
は
な
く
優
れ
た
製
品

　

塩
田
木
材
工
業
の
近
作
は
、大
宮
御
所
勝
手
門︵
京

都
市
︶、伊
勢
寺︵
大
阪
府
高
槻
市
︶修
復
等
の
歴
史

建
築
物
に
お
け
る
伝
統
技
術
を
活
か
し
た
も
の
か
ら
、

京
都
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
等
を
手
が
け
て
お
り
、

施
主
や
建
築
家
か
ら
指
名
さ
れ
る
工
事
も
多
い
。し

か
し
、塩
田
氏
は
、﹁
よ
く
、代
表
的
な
作
品
は
何
で
す

か
、と
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、私
達
が
作
り
出
す
も
の

は
、﹁
作
品
﹂で
は
あ
り
ま
せ
ん
。優
れ
た﹁
製
品
﹂、信

頼
の
お
け
る﹁
製
品
﹂で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
﹂と
言

う
。﹁
私
た
ち
は
、昔
か
ら
の
技
術
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、私
た
ち
が
ゼ
ロ
か
ら
創
造
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。建
築
家
が
創
造
す
る
空
間
は﹁
作

品
﹂か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
は
建
築
家
が
設
計
し

た
も
の
を
つ
く
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
﹂

と
い
う
塩
田
氏
の
言
葉
は
、建
具
と
い
う
建
築
を
構
成

す
る﹁
部
分
﹂を
つ
く
る
こ
と
が
彼
ら
の
生
業
で
あ
る
こ

と
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、単
に
謙
遜
し
て
言
わ
れ

て
い
る
の
で
も
な
い
。そ
れ
は
、間
違
い
な
く
塩
田
木
材

工
業
に
根
付
い
た
哲
学
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、彼
ら
が

製
作
す
る
建
具
は
、単
に
建
築
家
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
を
図
面
通
り
に﹁
製
作
す
る
﹂に
止
ま
る
凡
庸
な
も

の
で
な
い
こ
と
は
、先
述
の
実
績
が
証
明
し
て
い
る
か
ら

だ
。﹁
私
た
ち
の
仕
事
は
、図
面
に
描
き
き
れ
な
い
部
分

を
読
み
取
り
、感
じ
て
、そ
れ
に
相
応
し
い
仕
上
が
り

の
建
具
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
、部
材
の
面

取
り
の
形
状
や
ス
ケ
ー
ル
、使
用
す
る
材
料
の
見
極
め

な
ど
は
、建
築
家
が
目
指
す
空
間
を
読
み
取
り
、そ
こ

に
最
適
な
も
の
を
職
人
自
ら
が
判
断
し
て
い
く
も
の

な
の
で
す
﹂。彼
ら
は
自
ら
の
仕
事
に
革
新
的
な
新
し

さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。常

に
伝
統
や
慣
習
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、自
ら
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
や
知
識
を
総
動
員
す
る
こ

と
で
完
成
度
を
高
め
る
の
だ
。そ
う
し
て
仕
上
が
る
建

具
は
、単
に
建
築
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
超

え
、空
間
全
体
の
質
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
塩
田
氏
が
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
、設
計
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。図
面
に
表

現
し
き
れ
な
い
建
築
の
細
部
や
素
材
の
選
択
に
対
し
て

設
計
者
は
万
能
で
は
な
い
。ま
た
空
間
の
作
法
や
性
能

面
に
お
い
て
も
、建
築
を
構
成
す
る
膨
大
な
部
分
と
そ

の
技
術
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
達
の
知
識
と

経
験
が
支
え
て
い
る
。塩
田
木
材
工
業
は
言
う
ま
で
も

な
く
建
具
の
専
門
家
と
し
て
設
計
者
と
と
も
に
空
間

づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
。一
級
建
築
士
で
も
あ
る
塩
田
氏

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
極
力
初
期
か
ら
図
面
を

読
み
取
り
、設
計
者
と
対
話
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

る
と
い
う
。そ
こ
で
両
者
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
れ
だ

け
成
さ
れ
、信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
か
は
、仕
上
が
っ
た

空
間
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
大
き
く
左
右
す
る
だ
ろ
う
。

　

建
具
製
作
を
通
じ
て
伝
統
技
能
の
継
承
と
若
手
の

育
成
に
力
を
注
が
れ
て
い
る
塩
田
氏
は
、建
築
文
化
全

体
の
向
上
に
貢
献
し
、本
年
十
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ

る
第
六
十
回
建
築
士
会
全
国
大
会﹁
京
都
大
会
﹂で

伝
統
的
技
能
者
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
。

　

取
材
の
中
で
、伝
統
的
な
木
組
み
を
使
っ
た
格
子
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
紹
介
し
て
頂
い
た
。そ
れ
ら
は
、あ
ま
り
に

も
精
巧
で
複
雑
で
あ
る
た
め
、果
た
し
て
ど
う
い
う
仕

口
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
で
き
て
い
る
の
か
、そ
の
場
で
説

明
を
受
け
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。そ

れ
ら
は
、美
し
い
精
緻
な
工
芸
作
品
の
よ
う
で
、伝
統
の

中
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
、木
と
い
う
素
材
を
自
在
に
操

る
技
術
の
高
度
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。﹁
若
い
頃
は
、よ
く

こ
ん
な
も
の
を
時
間
を
見
つ
け
て
作
っ
た
も
の
で
し
た
﹂

と
語
ら
れ
る
時
の
塩
田
氏
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情

か
ら
、こ
の
仕
事
に
対
す
る
誇
り
と
喜
び
が
伝
わ
っ
て
き

た
。こ
の
よ
う
な
方
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
恊
働
で
き
る
機

会
を
得
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、自
分
自
身
も
そ
う
あ

り
た
い
と
強
く
感
じ
た
取
材
で
あ
っ
た
。

塩田木材工業有限会社 
〒567-0865 茨木市横江1丁目5番15号 
PHONE 072-634-2828
FAX 072-630-2021 
E-mail yyyeee@piano.ocn.ne.jp 原材料の木材をストックする倉庫。樹木の種類別に美しく積層して保管されている。 

十
一
月
十
八
日
に
事
業
委
員
会
女
性
分
科
会
主
催
に
よ
り
、塩

田
佳
男
氏
を
講
師
に
迎
え「
木
製
建
具
の
知
識
と
製
作
現
場
見

学
会
」を
開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
別
途
告
知
を
ご
覧
下
さ
い
。
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連
載
　
建
築
の
射
程

制
約
が
あ
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
し
た
。
彼

女
が
宿
を
始
め
て
か
ら
一
〇
年
の
年
月
を
重
ね

る
中
、
自
分
自
身
に
も
子
供
が
産
ま
れ
、
自
分

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ド
ミ
ト
リ
ー
ル
ー
ム
が
メ
イ
ン
︵
ウ
リ
︶
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
小
さ
な
子
連
れ
で
は
泊
ま

り
に
く
く
、
彼
女
も
こ
れ
か
ら
年
齢
を
重
ね
て

い
く
時
に
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
ゲ
ス
ト
達
と

の
年
の
差
︵
二
〇
代
の
客
層
が
中
心
︶
が
大
き

く
な
っ
て
く
る
こ
と
に
少
し
不
安
も
感
じ
て
い

ま
し
た
。
交
流
を
生
み
出
せ
る
﹁
宿
﹂
の
魅
力

は
残
し
な
が
ら
、
自
分
と
年
齢
の
近
い
客
層
が

泊
ま
れ
、
他
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
真
似
で
き
な

い
ア
イ
デ
ア
と
は
何
か
を
考
え
て
い
る
時
期
に
、

独
自
の
観
点
で
新
築
の
﹁
場
﹂
に
可
能
性
を
見

い
だ
し
て
い
た
辺
口
芳
典
と
出
会
い
ま
す
。
溝

辺
佳
奈
の
思
い
描
く
﹁
新
し
い
宿
﹂
に
は
、
辺

口
が
持
つ
感
性
と
ア
イ
デ
ア
が
必
要
で
あ
る
と

直
感
し
、
辺
口
の
持
つ
独
特
の
︵
奇
抜
で
は
な

い
︶
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
あ
れ
ば
、
誰
に
も
真
似

出
来
な
い
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

と
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
強
い
と
こ
優
し
い
と

こ
を
絶
妙
に
ミ
ッ
ク
ス
し
た
宿
を
作
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
の
想
い
を
持
ち
話
し
合
い
を
重

ね
、
生
ま
れ
た
の
が
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

　

建
物
を
ゼ
ロ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
必

要
性
、
街
と
建
築
の
関
係
性
、
新
し
い
感
覚
と

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
細
か
な
デ
テ
ィ
ー
ル
や
ア
イ
デ
ア
の
追

求
、
音
楽
や
絵
画
、
詩
や
生
活
習
慣
を
含
め
た

カ
ル
チ
ャ
ー
の
可
能
性
等
を
考
え
、
合
理
的
で

魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
﹁T

he Blend Inn

﹂
は
、
世
界
中
か
ら
集
ま

る
多
様
な
個
性
が
出
会
い
、
ロ
ー
カ
ル
の
魅
力

を
発
掘
し
、
他
で
は
味
わ
え
な
い
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
﹁
宿
﹂
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
55
回

　

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
海
外
に
出
か
け
る

な
か
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
人
た
ち
が
交
差
し

他
人
同
士
が
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
合
っ
て

い
る
﹁
宿
﹂
の
存
在
や
そ
の
可
能
性
を
感
じ
て

二
〇
〇
七
年
か
ら＂
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
＂
や＂
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
＂
の
運
営
を
続
け
る
株
式
会
社
由
苑

の
溝
辺
佳
奈
と
、
自
由
な
発
想
を
生
か
せ
る
ス

ペ
ー
ス
の
必
要
を
感
じ
て
二
〇
一
〇
年
よ
り

＂
黒
目
画
廊
︵
詩
を
販
売
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶＂

や
＂
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
︵
案
内
所
兼
カ
フ
ェ
︶＂

の
﹁
場
﹂
の
実
践
を
行
な
っ
て
き
た
詩
人
の
辺

口
芳
典
が
、
二
〇
一
三
年
に
お
互
い
の
ア
イ
デ

ア
や
経
験
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
ま
で

に
な
い
楽
し
さ
と
強
か
さ
の
あ
る
﹁
宿
﹂﹁
場
﹂

が
生
み
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
動
き
出
し
た

﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂。

　

大
阪
此
花
区
と
い
う
下
町
風
情
を
色
濃
く
残

し
た
エ
リ
ア
に
て
、
地
元
の
不
動
産
会
社
の

協
力
も
あ
り
、
新
築
の
ホ
テ
ル
﹁T

he Blend 
Inn

﹂
と
い
う
カ
タ
チ
で
二
〇
一
七
年
三
月
に

芽
を
出
し
、
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
施
設
﹁T

he Blend Inn

﹂
の
設
計
を

タ
ト
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
／
島
田
陽
建
築
設
計
事
務

所
、
併
設
す
る
文
化
セ
ン
タ
ー
﹁T

he Blend 
Studio

﹂
の
設
計
をdot architects

に
お
願

い
し
ま
し
た
。
確
か
な
個
性
を
持
っ
た
二
組
の

建
築
家
た
ち
に
設
計
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
街

が
持
つ
元
々
の
魅
力
を
取
り
込
み
な
が
ら
そ
こ

か
ら
一
歩
新
し
い
段
階
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う

な
建
築
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

私
達
が
﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
を
ス
タ
ー
ト
す
る
以
前
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
業
界
で
は
、
古
い
ビ
ル
等
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
オ
ー
プ
ン
す
る
宿
泊
施
設
が
主
流
で
し
た
。

　

溝
辺
佳
奈
が
宿
泊
施
設
を
店
舗
展
開
す
る
中

で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
の
店
舗
運
営
に
は
水

回
り
や
階
段
の
場
所
、
部
屋
の
間
取
り
な
ど
が

ど
う
し
て
も
決
ま
っ
て
し
ま
う
等
、
い
ろ
ん
な

2017 年 3 月、大阪市此花区に個性豊かな宿泊施設がオープンしました。詩人がディレクションを行い、様々
な人々の交流の場となっています。この宿泊施設ができたプロセスについてディレクターであるお二人に
紹介していただきました。

The Blend Inn の芽

辺口　芳典・溝辺　直人
2009 年より黒目画廊・OTONARI の運営を経て、The Blend Inn のディレクションを担当する四十路のユニット。

③辺口芳典（右から 3 人目）2011 年、ドイツ、デュッセルドルフの
ゲスト・アーティストに選出され滞在制作・エキシビションを行う。

「ANTI FOTO」 展などに参加。ドイツのメディアに掲載される。

①宿泊業を始める前は、ゲストハウス文化が根付いているアジアでの旅行が中心でした。
旅先の宿でのスタッフが友達みたいで、いろんなところに連れて行ってくれたり一人で訪
れても宿に行けば助けてくれる人がいるような感覚に安心感を覚えました。  （溝辺佳奈）

②ゲストハウス由苑のリノベーションの様子。
スタッフも参加しながら工場跡・ビル・料亭
などを改装し、宿泊施設として運営。
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私
達
は
、
多
様
な
個
性
や
文
化
が
画
一
化
さ

れ
る
こ
と
な
く
多
様
な
ま
ま
発
信
さ
れ
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、文
化
セ
ン
タ
ー

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
ス
ペ
ー

ス
が
併
設
さ
れ
た
﹁
宿
﹂
や
﹁
住
ま
い
﹂
の
提

案
と
実
践
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ

Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
継
続
や
成
長
の

た
め
に
は
確
か
な
個
性
を
持
つ
方
々
と
の
繋
が

り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
地
域
で
生
ま
れ

て
い
る
リ
ア
ル
な
文
化
に
関
心
を
持
つ
旅
行
者

達
が
、
関
西
を
始
め
と
す
る
日
本
文
化
の
情
報

を
共
有
、
体
験
す
る
事
が
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
で
き
る
そ
ん
な
﹁
場
﹂
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
﹁
確
か
な
個
性
﹂
を
テ
ー
マ

に
様
々
な
職
種
の
方
を
招
い
て
、定
期
的
に
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
シ
ン
プ
ル
な
ア

イ
デ
ア
で
﹁
確
か
な
楽
し
さ
﹂
を
生
み
出
す
方

法
を
常
に
話
し
合
い
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
す
る
こ
と
自
体
が
有
意
義
な
経
験
と
な

⑨The Blend Innにて行ったトークイベント「The Blend Meeting」の様子。建築家の
島田陽・赤代武志・遠藤克彦・浅子佳英・門脇耕三、京都で新しいスタイルのゲストハ
ウスを運営する矢津吉隆（クマグスク）岩崎達也（マガザンキョウト）が参加（敬称略） 

⑩The Blend InnのWebにて、モデルとして参加してくれている夏目知幸／シャ
ムキャッツと辺口芳典のトーク＆ライブイベント「Only Halfway」の様子。

⑦OTONARI ／案内所兼カフェ （2012 年 1 月〜 2014 年 3 月）
　まちのインフォメーションスペースとして、 寄り合いや簡単な食事のできる店舗として運営。

⑥敷地南側にある The Blend Studio。 ⑤玄関を入ると広がる吹き抜けのダイニング。イベントやワークショップも行われる。 ④北側外観。東側私道も同時に整備した。

る
よ
う
な
宿
を
目
指
し
、﹁T

he Blend Inn

﹂

の
運
営
を
担
当
す
る
溝
辺
佳
奈
を
コ
ン
ポ
ー

ザ
ー
と
位
置
づ
け
、﹁
宿
﹂
と
い
う
枠
も
越
え

て
、
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
な
う
詩
人
、
フ
ロ

ン
ト
や
清
掃
の
メ
ン
バ
ー
、
朝
食
を
担
当
し
て

く
れ
て
い
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
屋
さ
ん
、
イ
ベ
ン

ト
や
空
間
づ
く
り
で
協
力
し
て
く
れ
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、建
築
家
や
職
人
、

地
元
の
方
々
、
宿
泊
し
て
く
れ
る
様
々
な
人
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
﹁
確
か
な
個
性
﹂
が
重
な

り
合
っ
て
、﹁T

he Blend Inn

﹂
と
い
う
名
の

新
し
い
﹁
表
現
﹂
を
奏
で
始
め
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
ゲ
ス
ト
達
が
、
そ
の
﹁
表
現
﹂﹁
宿
﹂

﹁
場
﹂
に
触
れ
て
、各
々
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
膨
ら
ま
し
た
り
、
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
、

安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ

Ｅ
Ｎ
Ｄ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
ア
イ
デ
ア
と
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
質
を
一
日
一
日
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。﹁T

he Blend Inn

﹂

と
い
う
﹁
表
現
﹂
を
通
し
て
、
皆
様
と
出
会
え

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

⑧Wonder Town ツアー
　（ワンダータウンツアー）。 

OTONARI を出発地点
とし、下町の個性的な
風情や個人的なおすす
めスポットを案内する
まち歩きツアー。一般
の方や地域活性化に取
り組む NPO 団体、 大
学のセミナーやワーク
ショップ等、 個人と地
域との関係を様々な観
点で研究する個人や団
体が学びの場としてツ
アーに参加してくれま
した。

写真④〜⑥：新建築編集部
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

九
月
二
十
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
八
名 

監
事
二
名 

名
誉
会
長
他
六
名

︵
１
︶
八
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
五
、四

〇
一
、九
八
〇
円
、
支
出
一
〇
、九
六
二
、七
一
七

円
、
差
引
△
五
、五
六
〇
、七
三
七
円
で
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
は
三
〇
、二
五
〇
、三
六
九
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

正
会
員
会
費
収
入
の
充
足
率
が
九
四
％
と
高
率
な

の
は
昨
年
度
か
ら
一
〇
〇
名
減
少
を
想
定
し
た
予

算
額
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
す
。
事

業
系
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
が
順
調
な
収
入
状
況

で
、
省
エ
ネ
技
術
講
習
は
受
講
者
三
六
九
名
、
耐

震
評
価
業
務
は
一
四
件
で
対
予
算
比
は
各
々
七
〇

％
で
す
。
大
阪
市
高
齢
者
住
宅
改
修
費
給
付
事
業

審
査
業
務
は
、
第
一
期
で
一
〇
〇
万
円
弱
の
業
務

委
託
金
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
既
存
住
宅
状
況

調
査
技
術
者
講
習
は
、
新
規
五
二
五
名
、
移
行
二

四
一
名
で
各
三
回
を
終
了
し
、
対
予
算
比
で
約
五

割
上
回
り
ま
し
た
。
全
体
で
は
、
前
期
の
事
業
収

支
差
額
は
約
三
、七
〇
〇
万
円
で
す
が
、
後
期
に

向
け
て
一
層
の
事
業
の
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
部
会
運
営
規
定
の
改
定
に
つ

い
て
、既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
の
実
施
に

よ
る
関
係
事
項
を
部
分
改
定
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
文
化
庁
補
助
事
業
の
大
阪
府
登
録
文
化
財

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
本
事
業
は
、
府
登
録
文

化
財
に
関
す
る
情
報
発
信
と
、
観
光
・
防
災
・
災

害
対
策
な
ど
多
岐
の
機
能
を
備
え
た
サ
イ
ト
を
構

築
す
る
も
の
で
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
活
動
の
広
報
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
構
築
の
事
業
者
決

定
過
程
の
透
明
性
を
保
つ
た
め
に
、
決
定
に
至
る

経
緯
等
を
整
理
し
て
正
副
会
長
・
事
務
局
が
確
認

す
る
こ
と
を
条
件
に
本
事
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

十
八

　
　

現
地
相
談
に
つ
な
が
る
電
話
相
談

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
の
現
地
相
談
は
毎
年
四
〇
件
程
度
の
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。月
平
均
四
件
程
度
の
申
し

込
み
が
あ
り
、ま
た
電
話
相
談
に
お
い
て
現
地
相
談

が
適
切
だ
と
相
談
員
が
判
断
し
た
案
件
に
は
現
地

相
談
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。あ
る
月
の
実
際
に
現

地
相
談
を
受
け
付
け
た
案
件
と
、現
地
相
談
を
案
内

し
た
案
件
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
漏
水
が
止
ま
ら
な
い

　

三
年
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
が
浴
室
か
ら
水
漏

れ
が
発
生
。下
階
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
た
め
止
水

を
し
た
上
で
現
在
使
っ
て
い
な
い
。リ
フ
ォ
ー
ム
時
に

不
具
合
の
可
能
性
が
あ
り
、裁
判
も
辞
さ
な
い
と
考

え
て
い
る
。リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
は
非
を
認
め
な
い
。

②
外
壁
塗
装
と
防
水
の
劣
化

　

鉄
骨
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
建
物
で
築
三
〇
年
を
経
過
し
て
い

る
。四
年
前
に
外
壁
塗
装
と
Ｆ
Ｒ
Ｐ
防
水
工
事
を
実

施
し
た
が
、塗
装
の
劣
化
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い
る
。以

前
雨
漏
れ
し
た
が
、今
は
お
さ
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

③
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
サ
イ
ズ
は
？

　

浴
室
の
入
れ
替
え
を
考
え
て
い
る
。あ
る
業
者
は

一
二
一
六
サ
イ
ズ
が
入
る
と
言
わ
れ
た
が
、別
の
業
者

は
一一一
六
サ
イ
ズ
で
な
い
と
入
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。

面
接
相
談
で
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

④
ア
リ
が
室
内
に
入
っ
て
く
る

　

ア
リ
が
室
内
に
入
っ
て
く
る
の
で
壁
の
隙
間
が
原

因
だ
と
思
い
、リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
相
談
し
た
。外
壁

全
面
の
塗
装
工
事
を
勧
め
ら
れ
、税
別
四
五
〇
万
円

で
契
約
を
し
て
現
在
工
事
中
で
あ
る
。し
か
し
工
事

が
荒
く
、契
約
内
容
に
も
不
信
感
が
出
て
き
た
。

⑤
耐
震
補
強
が
正
し
い
か
見
て
ほ
し
い

　

築
三
五
年
の
住
宅
を
、耐
震
改
修
と
二
世
帯
住
宅

に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と
を
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
た
。

現
在
、解
体
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。解
体
後
、メ
ー
カ
ー

の
現
場
担
当
者
か
ら
補
強
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
曖
昧
な
説
明
し
か
な
か
っ

た
。そ
の
後
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
と
詳
細
な
計

算
が
必
要
と
の
こ
と
で
別
途
費
用
を
求
め
ら
れ
た
。

⑥
リ
フ
ォ
ー
ム
代
金
未
払
い
で
訴
状
が
届
い
た

　

知
り
合
い
の
建
築
士
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
相
談
し
て
い

た
が
、建
築
士
が
途
中
で
外
れ
て
、紹
介
さ
れ
た
工
務

店
だ
け
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
。竣
工
時
の
請
求
が

あ
っ
た
が
、工
事
内
容
に
不
具
合
が
あ
り
補
修
を
求

め
て
い
た
が
手
直
し
は
で
き
な
い
と
回
答
さ
れ
、そ
の

後
訴
状
が
届
い
た
。

⑦
外
壁
を
塗
り
替
え
た
が
漏
水
し
て
い
る

　

Ｒ
Ｃ
造
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て
い
る
。十
年

前
に
外
壁
を
塗
り
替
え
た
が
、現
在
外
壁
か
ら
漏
水

を
し
て
い
る
。タ
イ
ル
目
地
が
原
因
だ
と
思
っ
て
い
る
。

耐
震
性
能
も
不
安
が
あ
る
。

⑧
屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
が
漏
水
し
た

　

二
ヶ
月
前
に
瓦
屋
根
の
漆
喰・ラ
バ
ー
ロ
ッ
ク
工
事
を

行
っ
た
。先
日
雨
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
業
者
に
連
絡
し

て
み
て
も
ら
う
も
防
水
シ
ー
ト
が
悪
い
た
め
で
責
任

は
な
い
と
い
わ
れ
た
。

現
地
相
談
実
施
は
四
件

　

こ
の
中
で
現
地
相
談
を
行
っ
た
の
は
、④
⑥
⑦
⑧
の

四
件
で
あ
り
、そ
の
他
は
案
内
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
や
そ

の
後
断
り
の
連
絡
が
あ
り
実
施
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
の
よ
う
に
面
接
相
談
で
図
面
を
持
参
し
て
も
ら
っ
て

も
現
地
を
見
な
い
と
結
論
が
出
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の

は
現
地
相
談
が
適
切
で
し
ょ
う
。⑦
の
よ
う
に
複
数
の

心
配
事
が
あ
る
場
合
も
現
地
相
談
は
有
効
で
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
不
安
に
な
っ
て
い
る
相
談
者
に

と
っ
て
現
地
相
談
は
技
術
面
の
み
な
ら
ず
精
神
的
な

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。帰
り
際
に

相
談
者
の
表
情
が
緩
ん
で
い
る
と
、建
築
は﹁
現
場
で
、

顔
を
見
な
が
ら
﹂が
原
点
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

牧
野
隆
義

　

私
事
で
す
が
、
最
近
時
間
が
無
い
事
を
理
由

に
お
店
に
出
向
く
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
あ
れ
こ
れ
注
文
で
き
て
、
直
ぐ
に
手
元

ま
で
届
け
て
く
れ
る
。例
え
ば
書
籍
や
文
具
な
ど
、

本
来
な
ら
ば
お
店
で
あ
れ
や
こ
れ
や
と
楽
し
み
な

が
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
き
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
え
ま
す
。
人
は
便
利
な
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
る
と
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
り
、
更
に
も
っ

と
便
利
な
も
の
を
求
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

建
築
設
計
に
携
わ
る
身
と
す
れ
ば
、
流
通
の
巨

大
な
倉
庫
の
建
設
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
整
備
な
ど

の
事
業
が
増
え
て
仕
事
に
は
繋
が
り
ま
す
が
、
急

激
な
変
化
は
弊
害
も
伴
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
注
文

し
た
も
の
が
今
日
の
夜
に
届
く
こ
と
が
普
通
に
な

る
と
、
当
然
、
運
送
ト
ラ
ッ
ク
が
昼
夜
を
問
わ
ず

走
る
こ
と
に
な
り
、
便
利
に
な
る
代
わ
り
に
交
通

量
が
増
え
、
渋
滞
や
騒
音
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り

ま
す
。
ま
た
、
運
送
・
配
達
ド
ラ
イ
バ
ー
が
忙
し

す
ぎ
て
恒
常
的
な
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
、

就
労
規
則
違
反
や
事
故
へ
の
懸
念
な
ど
、
様
々
な

問
題
が
現
実
的
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
く
上
で
、
フ
ェ
イ

ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
を
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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神戸学院大学附属高等学校　日建設計　

　中高大連携を掲げる神戸学院が大学ポートアイランド
キャンパスの近接地に附属高校を移転、合わせて中高一貫
校を新設する計画。「緑・光・風があふれる環境にやさしい
校舎」「社会や未来へ『つながる』施設づくり」「ひとりひ
とりの個性を伸ばし、自分探しができる施設」をテーマとし、
明快でフレキシブルな施設構成と特徴ある施設づくりを
行った。ロの字型プランの中庭に図書室・多目的室・ラー
ニングスペースを立体的に配置し、それぞれの屋外テラス
から各階へとつなぐ構成。生徒がのびのびと活動できる様々
な場所を提供し、学年・クラス、教員・生徒間を超えた偶
発的な豊かなコミュニケーションを生みだし、アクティビ
ティを経験できる施設を目指した。片持梁構造とミニマム
空調・ライン照明による透明感ある中庭空間、鉄板による
シームレスな外装、校章の梅の花をモチーフとした意匠性
のある大架構空間の体育施設などに取り組んだ。

撮影：母倉知樹　第 9回建築人賞受賞作品

■プロフィール
児玉　謙（こだま  けん）
日建設計
1963年 兵庫県生まれ
1986年 京都大学工学部建築学科卒業
1988年 京都大学大学院工学研究科建築学 
 専攻修了
1988年 日建設計  入社
現　 在 執行役員・設計部門代表

■建物データ
建 築 主：学校法人 神戸学院
所 在 地：兵庫県神戸市中央区港
　　　　　島中町 4-6-3
用　　途：高等学校
設　　計：株式会社 日建設計
施　　工：株式会社 淺沼組
建築面積：5,652.05 ㎡
延床面積：13,516.63 ㎡
構　　造：S造


